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研究成果の概要： 
本研究では，プログレスチャートシステムの構築，オンライン学習コースの作成と LMS への
実装，学習者特性の測定，ブレンディッド学習の実施と分析を行った．そして，Web ベース
PSI コースのようなブレンディッド学習において，効果的な学習支援の方法を検討した． 
MBTIを用いた学習者特性の調査から，Eタイプ，もしくは Iタイプの場合，具体的にどのよ
うな支援をしたらよいか，その方法論に関する知見を示した． 
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総 計 3,100,000 360,000 3,760,000 

 
 
研究分野：教育工学 
科研費の分科・細目：教育工学/科学教育・教育工学 
キーワード：beラーニング，遠隔学習，学習者支援 
 
１．研究開始当初の背景 
オンキャンパスの学生に対して，対面学習
と遠隔学習を合わせたブレンディッド学
習を実施する大学が増えてきた．このよう
な授業形態における学習者支援として，国
内・国外ではインテリジェントな学習管理
システム（LMS：Learning Management 
System）の開発，メンタリングの導入な
ど，支援方法に関する研究がなされていた．
一方で，ドロップアウトに着目した研究
（向後ほか(2004)「e ラーニングにおける
先延ばし傾向とドロップアウトの関係」や，
学習スタイルに着目した報告（青木(2005)

「学習スタイルの概念と理論」など）がな
されていた． 
そこで，本研究では，コース完遂率を高
めるための個別化教授に関する研究動向
の中で，学習者の学習スタイルや特徴を考
慮したブレンディッド学習の実施を目指
した． 
研究開始までに，オンキャンパスの学生
を対象とした，Webベース個別化教授シス
テム（ PSI： Personalized System of 
Instruction）に関する研究を進めていた．
Web ベース PSI コースの主な特徴は，プ
ロクター（学生監）による完全習得学習の



支援にある．プロクターの役割は，プロク
タリング（メンタリングと対面でのテスト
の実施を合わせたもの）である．プロクタ
ーは，学習者の学習状況を，対面テストを
通じて確認する．これまでの研究成果を次
に示す． 

(a) 学習過程と学習スタイルとの関連性 
日米でWebベース PSIコースの実践的プ
ロジェクトを実施した．そして，米国機械
工学科の学生 301名を対象に，学習スタイ
ルと学習過程の関連性を調査した．分析結
果から，「内省的」を指向する学生のほう
が「外交的」を指向する学生よりも早く学
習を進めていく傾向があることを明らか
にした(Morita e  al. 2005)． t

(b) 国際的Webベース PSIコースの実践 
米国と共同で国際的 Web ベース PSIコー
スの実践を行った．本実践の目的は，学習
コース（オープン・コースウェア）を用い
て，メインキャンパスとサテライトキャン
パスを結んだ完全習得学習の可能性を検
討することであった．2005 年度は，東京
工業大学とテキサス大学間で実施し，2006
年度は，東京工業大学とアフリカ数カ国の
大学，テキサス大学間で実施した(Morita 
et al. 2006，森田ほか 2006)． 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、これまでの成果を更に発
展させ，学習者の特徴，特に学習スタイル
や性格に合わせた，より効果的なブレンデ
ィッド学習のための学習支援方法を検討
することであった．まず，学習者の特徴と
学習過程の関連性の分析と学習支援方法
の検討を行った．学習者の特徴（学習スタ
イルや性格）を特定し，学習過程（学習履
歴から得られるデータ）との関連性につい
て因果関係を考察した．また，学習者の特
徴に合わせた学習支援方法を検討した．次
に，ブレンディッド学習における効果的な
学習者支援方法の評価を行った． 

 
３．研究の方法 
(1)プログレスチャートシステムの構築 
学習過程（履歴）をプログレスチャートと
して可視化するための機能を有したサー
バを構築した． 

(2)学習スタイルの測定 
全米でよく知られている Kolb の学習スタ
イル指標，Felder の ILS（Felder’s Index 
of Learning Style），MBTI（Myers-Briggs 
Type Indicator）を比較し，調査方法を確
定した． 

(3)ブレンディッド学習コースの開発 
プログラミングを学習するためのブレン
ディッド学習コースを作成した．コースは
Flash コンテンツとし，Web ベース PSI コ

ースとして機能するよう，パスワード認証
機能を設けた． 

(4)学習者ごとのプロクタリング方法の検討 
実施する大学にプロクターを配置し，プロ
クタリングの方法について検討した． 

(5)コースの実践 
①対象と講義内容 
本研究では，N大学教育学部大学生 20
名を対象にブレンディッド学習を実践
した．講義は 3年次の選択科目で，C言
語の基礎的なスキルを習得するための
演習を含んでいた．まず，講師は従来実
施されていたように一斉講義の形態で，
テキストに沿って内容を一通り対面で
講義した．次に，オンライン学習コンテ
ンツによる演習を実施した．オンライン
学習コンテンツは，37 日間インターネッ
ト上に公開された． 

②オンライン学習コンテンツ 
オンライン学習コンテンツは，PSI 理論
（Keller 1968）に基づき， (a)ユニッ
ト分割による構造化，(b)プロクターの
配置，(c)対面でのレビューテストを実
施するよう設計された． 

③学習者の特性 
本研究では，性格検査として米国で広く
知られている MBTI（Myers-Brrigs Type 
Indicator）を用いた．MBTI の EI 指標は
どこに関心を向けることを好むかを示
す指標，SN 指標はどのように情報を取り
入れる，もしくは近くすることを好むか
を示す指標，TF 指標はどのように結論に
導くことを好むかを示す指標，JP 指標は
どのように外の世界と接することを好
むかを示す指標である． 

④調査 
・学習内容に関する調査： 
学習者特性と学習内容との関わりを示
すため，プログラミング学習への「興
味・関心・意欲」，「苦手意識」，「将来的
ニーズ」に関する項目について 4件法で
回答させた． 

・講義形態に関する調査： 
学習者特性と講義形態の関わりを示す
ため，「対面講義での理解」，「eラーニン
グへの興味」，「自己学習」，そして講義
中の「コミュニケーションへの苦手意
識」に関する項目について 4件法で回答
させた． 

 
４．研究成果 
これまでの実績として，米国との国際
Web-Based PSI コースの実施を行ってきた
が，担当教員の退職にともない，フィール
ドの再検討を余儀なくされた．海外と国内
の両者で調整を行った結果，最終的には
2008 年 6 月から，国内の国立大学において



プログラミングの講義をフィールドとし，
ブレンディッド学習を実施することが決
定した．また国外の大学での実施が計画の
段階に入った． 

(1)プログレスチャートシステムの構築 
まず，サーバの構築とコースの設計並びに
制作を行った．サーバは当初 SunOS を予定
していたが，DBMS 等のインストールの不具
合により OS を変更し，Linux 上で稼働させ
ることとした．このプログレスチャートシ
ステムは，現在，本学内にサーバを設置し，
サイトとして公開している．無償の LMS で
ある moodle からリンクをたどり，権限を
持つプロクターが入力をする仕組みを実
現した． 

(2)学習スタイルの測定 
本研究では，検討の結果 MBTI を用いて学
習者特性を明らかにした．理由は，米国の
心理検査クラス Bに相当し，信頼性を有し
ているからである．なお，MBTI は，認定協
会の講習を受講し，試験に合格した認定ユ
ーザでなければ調査を実施できない．そこ
で研究代表者が認定ユーザの資格を取得
し，調査を実施した． 

(3)ブレンディッド学習コースの開発 
コース設計については，これまでに作成し
ていたコンテンツの全面改訂を行い，リニ
ューアルする形で開発を行った．具体的に
は，オンライン学習コースの各ユニットに
個人認証のしくみを実装し，アニメーショ
ンを取り入れたコンテンツを作成した． 

(4)学習者ごとのプロクタリング方法の検討 
遠隔研究打合せは，テレビ会議システムと
VoIP ツールを用いて行った．日中のオフィ
スアワーの時間以外に，夜間のメール，電
話等についても対応をさせ，学習への動機
づけを行った． 

(5)コースの実践 
平成 20 年 6 月から，国内大学において，
Web-Based PSI コースの実施を行った．学
習内容は(3)で述べた通り，C言語によるプ
ログラミングの基礎能力の習得である．コ
ー ス コ ン テ ン ツ を LMS （ Learning 
Management System）に実装した．また，
MBTI（Myers-Briggs Type Indicator）を
用いて学習スタイルを測定し，フィードバ
ックを行った．以下に結果をまとめる． 
①学習内容と学習者特性の関わり 
各指標のタイプ間での回答の差異につい
て t検定を行った結果，質問カテゴリ「将
来的ニーズ」においてSN指標（t(18)=2.42, 
p<.05）と TF 指標（t(18)=2.90, p<.01）
にそれぞれ有意な差があった．Sタイプ（感
覚的）の学習者は先のことより今のことに
目が向きやすい特性がある．一方，N タイ
プ（直観的）の学習者は先のことに目が行
きやすい．以上のことから，N（直観的）

タイプの学習者は，将来的なニーズを見据
えて講義を受講していることが示唆され
た．一方，F タイプ（感情的）の学習者と
比較して，T（思考的）タイプの学習者は
合理性を大切にする．将来自分に役立つス
キルを習得するという明確な目標を持っ
ている可能性が示唆された． 
②講義形態と学習者特性の関わり 
各指標のタイプ間での回答の差異につい
て t検定を行った結果，質問カテゴリ「対
面講義の理解」において EI 指 標
（t(18)=2.79, p<.05）に有意な差があっ
た．また，「コミュニケーションへの苦手
意識」 において EI 指標（t(18)=1．77, 
p<.10）に有意傾向がみられた．Eタイプ（外
交的）は外向を指向するため興味が広がっ
ていく傾向がある．また，人と話をしなが
ら考えをまとめることを好む．そのため，
主観的ではあるが，対面講義の形態におい
て，I タイプ（内省的）の学生と比較して
「よく理解できる」と回答した，と考えら
れる．一方，I タイプは，一人でいること
を好み，書くことによるコミュニケーショ
ンをより好む．以上のことから，I タイプ
の学習者には，対面講義だけでなく，今回
のように個別で学ぶオンライン学習コン
テンツの有用性が示唆された．しかしなが
ら，セルフペースへの嗜好については有意
差が見られなかった． 

(6)効果的なブレンディッド学習支援の検討 
プロクタリングに関する指針として，まず，
学習者特性を把握する必要がある．次に，
EIタイプについて言及すると，Eタイプに
ついては，オフィスアワーによる対面コミ
ュニケーションを有効に活用することで
効果的な支援ができる．一方，I タイプに
ついては，比較的個別学習に向いているた
め，今回用いた Web ベース PSIコースな
どは好まれる傾向にある．支援方法として
は，メール等非同期的なコミュニケーショ
ンが有効であると考えられる． 
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１．Web ベース PSI コース： 

http://e-mlab.net/ 
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http://psi.human.waseda.ac.jp/LV/ 
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